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当たり籾数が37,000粒 以上になると急激に増加する傾向

がみられた。また,倒伏の発生及び登熟歩合 (データ省

略)等を含めて総合的に判断した結果,「まっしぐら」

を収量・品質・食味からみて安定的に生産するためのボ

当たり籾数は,津軽地域で37,000粒 ,県南地域で35,000

粒と推定された。

(2)lli当 たり籾数と幼穂形成期生育量・葉色値

最適籾数を確保するための幼穂形成期の生育量 (草丈

×ni茎数)は ,2004年黒石では30,000(cnl・ 本/1Yi)程

度 (図 4),2005年十和田では33,000程度 (図 6)で あつ

た。現地の拠点指導ほでは場内の結果よりややlE盛な生

育を示し,津軽地域では36,300,県 南地域では34,200で

あった (データ省略)。

また,最適籾数を確保するための幼穂形成期の葉色値

(SPAD 502)は 2004年黒石では34～ 35(図 5),2005年 十

和田では34程度 (図 7)であつた。現地の拠点指導ほも

同様に34～ 35程度であつた (データ省略)。

これらのことから,最適籾数を確保するための幼穂形

成期の生育量は,津軽・県南地域とも30,000～ 35,000,

葉色値は35程度と推定された。

(3)刈取り適期

通常,一等米に格付けされるためには,青未熟粒歩合

が10%程度まで減少することが必要である。出穂後積算

気温と青未熟粒歩合の減少推移を見ると,「 まっしぐら」

は積算気温700～ 900℃ までは「むつほまれ」よりやや高

い傾向にあるが,10%程度となるのは960℃ 前後と,「む

つほまれJと ほぼ同様であつた。また,積算気温1,200

℃までは一等米を維持することができた。これらのこと

から,「まっしぐらJの刈取り適期は,従来の品種と同

様に出穂後積算気温で960～ 1,200℃ ,出穂後日数で45～

60日 と推定された (図 8)。

現地拠点ほも同様に,出穂後積算気温960～ 1,200℃ で

安定的に一等米に格付けされる傾向にあった (図 9)。

4 ま と め

以上の結果から,青森県では「まっしぐら」の品種特

性を活かした稲作地帯区分毎の生育指標 (表 1)を設定

するとともに,幼穂形成期における栄養診断基準 (表 2)

を作成し,高良質・良食味米生産に全県を挙げて取り組

んでいる。

1は じ め に

水稲新品種「まつしぐら」は,平成 17年 3月 に青森県

において奨励品種として指定された。食味が良く,収量

性も安定 し,い もち病にも強く,「 むつほまれJ・ 「ゆめ

あか りJに替わる品種である。平成 18年度の作付面積は

約5,000haで,将来的には20,000haの作付を見込んでい

る。本報告は高品質・良食味米生産のための生育量及び

追肥診断,刈取時期について調査 ,検討した結果を取 り

まとめた。

2試 験 方 法

試験は2004～ 2005年に青森県農林総合研究センター

(以下,黒石とする。)と 同藤坂稲作研究部 (以下,十

和田とする。)において行った。なお,報告の取りまと

めに当たつては,2004年は黒石,2005年 は十和田のデー

タを用いて行った。

2004年 は基肥窒素成分 (kg/a)を 04,06,08,10,
1 2kgの 5段階に設定し,これに追肥区 (幼穂形成期に0

3kg/a)・ 無追肥区を組合せ,合計10区を設定した。2005

年は基肥窒素成分 (kg/a)を04,06,07,10,13k
gに設定し,これに追肥区 (幼穂形成期に0 3kg/a,幼穂

形成期十減数分裂期に02+0 2kg/a)・ 無追肥区を組合せ

合計9区 を設定した。調査項目は草丈,茎数,葉齢,稗

長,穂長,生育ステージ (穂首分化期,幼穂形成期,出

穂期,成熱期),葉色値,収量構成要素,収量,玄米蛋

自含有率,刈取時期別玄米品質 (出穂30日 後から7日 毎

に7～ 8回の刈取り)と した。また,2005年には県内18か

所に「まっしぐら」指導拠点ほが設置され,生育,収量,

品質等の調査が行われた。これら場内及び現地固場のデ

ータから,地帯別生育指標,幼穂形成期における栄養診

断基準,刈取り適期等を検討した。

3 試験結果及び考察

(1)ボ 当たり籾数と収量・食味

ボ当たり籾数と収量の関係では,2004年黒石では41,0

00粒程度,2005年十和田では36,000粒程度で最も多収を

示した (図 1及び図2)。 しかし,食味に影響を及ぼす玄

米蛋自質含有率 (図 3,イ ンフラテックで測定)は,ボ
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図1 ボ当たり籾数と収量

(2004年 黒石)
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幼穂形成期の生育量とぶ当

たり籾数 (2004年 黒石)
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図7 幼穂形成期の葉色値とぶ当た  図8
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図2 ポ当たり籾数と収量

(2005年 十和田)
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幼穂形成期の葉色値とポ当た

り籾数 (2004年 黒石)

出穂後積算気温と青未熱粒歩

合 (2004年 黒石)
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図3 ポ当たり籾数と玄米蛋自含有

率 (2005年 十和田)
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幼穂形成期の生育量とポ当た

り籾数 (2005年 十和田)

出穂後積算気温と検査等級

(2005年 拠点指導ほ)
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表 1 「まっしぐら」の稲作地帯区分別の生育指標
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地帯区分
収 量

(kg/10a)

m偲数
(本 )

l標籾数
(粒 )

面 籾叡

(粒 )

登熙歩含

(%)
■
‐
粒薫

(g)
Jヒ 22.5

1平野内陸 | 220
lV 田 部 半 野・ 澤

軽半島中部
■
■ 440 33,000 80以上 22.0

「まっしぐら」の幼穂形成期における栄養診断基準
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